
図書館総合展2024 JPCOAR
オープンアクセス加速化事業中間報告会
～加速後のその先の世界へ～
「地方公立大学におけるオープンアクセス加速化事業の取組」
山陽小野田市立山口東京理科大学 学長補佐・特任教授 塩満典子
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令和6年（2024年）11月6日



山陽小野田市立山口東京理科大学
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沖縄山陽小野田市：人口５万9,125人

(令和6年3月末現在)

沿革

１９８７年 東京理科大学山口短期大学

１９９５年 山口東京理科大学（４年制大学）

１９９９年 大学院を設置

２０１６年 公立化し現在の名称となる

２０１８年 薬学部を設置（西日本公立初）

２０２３年 工学部 数理情報科学科を設置

２０２４年 工学部 医薬工学科を設置

工学研究科数理情報科学専攻を設置

薬学研究科薬学専攻を設置

建学の精神

理学の普及を以て国運発展の

基礎とする



山陽小野田市立山口東京理科大学の紹介ー１
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学部・学科等
在学生数

合計 男性 女性

工学部

機械工学科 268 249 19

電気工学科 268 249 19

応用化学科 316 184 132

数理情報科学科 125 106 19

医薬工学科 62 16 46

薬学部 薬学科 735 284 451

大学院
工学研究科 60 53 7

薬学研究科 6 3 3

合 計 1,840 1,144 696

（人）

（令和６年５月１日現在）在学生数：1,840人 教職員数： 194人

学生
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学部・学科等
教員数

合計 男性 女性

工学部

機械工学科 12 11 1

電気工学科 10 10 0

応用化学科 13 12 1

数理情報科学科 10 10 0

医薬工学科 10 8 2

薬学部 薬学科 43 40 3

共通教育センター 17 10 7

合 計 115 101 14

山陽小野田市立山口東京理科大学の紹介ー２
教員

工学研究科 工学専攻26名、数理情報科学専攻10名
薬学研究科 薬学専攻17名



【岩国市】
・三興化学工業
・帝人ファーマ
・東洋紡
・ホンノー薬品
・三井化学

【下関市】
・日本歯科薬品
・マルハニチロ
・下関三井化学

【山口市】
・小野薬品工業
・協和医療開発
・テルモ山口

【宇部市】
・EJホールディングス㈱
・協和キリン
・協和発酵バイオ
・セントラル硝子
・ティーエスアルフレッサ
・富士レビオ
・ＵＢＥ

出典「山口県産業戦略本部資料」

【周南市】
・東ソー
・トクヤマ
・保土谷化学
・シマヤ

山口県は医薬品を生み出し育てる
ライフサイエンスクラスター

【山陽小野田市】
・大阪新薬
・カヤク・ジャパン
・田辺三菱製薬
・田辺三菱製薬工業
・日産化学
・日本化薬

【光市】
・武田薬品工業

【 山口県】
原薬生産量
全国第3位

（2022年度実績）
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（出典）令和6年度文部科学省予算（案）等の発表資料一覧(1月)「11_研究振興局主要事項—令和6年度科学技術関係予算（案）」

https://www.mext.go.jp/content/20240118-ope_dev03-000033586-11.pdf （2024年1月）

https://www.mext.go.jp/content/20240118-ope_dev03-000033586-11.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20240118-ope_dev03-000033586-11.pdf


（出典）文部科学省ホームページ
https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1421775_00009.html，筆者マーカー、加筆
https://www.mext.go.jp/content/20240705-mxt_jyohoka01-000036819_1.pdf

結果の公表：令和6年7月5日
公募期間：令和6年3月26日～

5月8日17時
応募件数：93件、採択件数：83件

【事業の趣旨】
オープンサイエンスは、論文のオー

プンアクセスと研究データのオープン
化・共有化（オープンデータ）を含む、
研究成果の共有・公開を推進し、研究
活動の加速化や新たな知識の創造等を
促す取組です。

本事業は、オープンアクセスに係る
全学的なビジョン（オープンアクセス
方針・研究データポリシー等）に基づ
く事業計画等を策定している大学等を
対象として、
①研究成果の管理・利活用システム
（機関リポジトリ等）の開発・高度化、
②学長等のリーダーシップのもと全学
的なマネジメントによる当該システム
の運用・組織体制強化、
③オープンアクセスを推進する学内支
援策（戦略的なAPC支援等）等の実施
を支援し、各大学等の即時オープンア
クセスに向けた、体制整備・システム
改革を加速させることを目的とします。
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山陽小野田市立山口東京理科大学
オープンアクセスポリシー

山陽小野田市立山口東京理科大学
研究データ管理・公開・利活用ポリシー

https://www.socu.ac.jp/uploads/images/OApolicy_20240423.pdf https://www.socu.ac.jp/uploads/images/RDMpolicy_20240423.pdf



〇NII JAIRO Cloudを活用した機関リポジトリへの移行・整備
〇学術論文や根拠となる研究データ等のオープンアクセス（OA）を迅速に推進
〇学術論文の投稿先と引用・活用の実態の精査分析、研究力・発信力の強化、論文数等の指標向上
〇国際連携・産学連携におけるオープン・クローズ・イノベーション戦略に基づく研究データの
オープン化・共有化・限定公開、研究成果・知的財産の有効活用の推進

山陽小野田市立山口東京理科大学の取組

①特定の競争的研究費（科研費、戦略的創造研究推進事業、創発的研究支援事業）により創出
    された学術論文等の即時OAの 確保（100%）
②上記以外の公的資金による学術論文等の即時OAの段階的推進
③産業有用性の高い論文や研究データを対象としたOA又は限定公開によるセキュリティの
    確保・企業ニーズへの対応
④JSTプレプリントサーバ等との連動による学術論文の迅速な公開・共有と研究成果に関する
    先取権獲得の支援スキームの整備
⑤研究者のプロファイリングや研究成果の可視化・情報発信の強化
⑥論文最終稿、プレプリントのセルフアーカイビング等に伴う評価
⑦事業の実施状況とKPIの達成度、波及効果等の評価
⑧学内事業推進委員会、外部有識者評価委員会の設置・運営による効果的なPDCAの実施
⑨専門家の助言・国際科学コミュニティとの連携のためのOA化国際シンポジウムの開催 9



外部有識者
評価委員会

委員会運営
・ポリシー

学内事業推進
委員会 オープンアクセス

加速化（OAA）チーム

外部資金
獲得支援

データ分析
・可視化出版契約 リポジトリ

構築・運営
広報・
ポータル

業績評価
との連携

図書館
事務室

研究
推進部 総務部 教育

推進部

助言・意見

報告

PDCAの推進

情報共有・共創

数理解析・予測
サポート

OAA事業計画の・KPI設定・進捗管理
学長への報告（チーム長：研究担当副学長）

教員連携・
サポート

工学部 薬学部

工学研究科
（数理情報科学専攻）

外部文献DB（Scopus, WoS, CiNii, PubMed等）※3

山口東京理科大学
機関リポジトリ

（NII JAIRO Cloud）
研究情報

管理システム※2

自動連携によるOA論文
の登録負担を軽減

ワンストップ・ポータル
（世界へ研究成果を発信）

レポート
（研究力・資金源の分析）

研究者情報、e-Rad情報、論文、資金、ジャーナル、受賞、
担当コース、プロジェクト、設備・機器 等

グリーンOA※1

学内研究情報

自動収集・
登録

自動収集・
登録

自
立
的
・
継
続
的
な
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
推
進

学長

※1 著者最終稿を含めた学術論文データを収載
※2 ジャーナルのエンバーゴ期間、ライセンス

情報を記録。グリーンOA論文の効率的作成
※3   プレプリント、OA論文を含む。

現時点では、Scopusのみ名寄せ済み。

オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
振
興
・
総
合
知
へ
の
発
展

頭
脳
循
環
・
地
球
規
模
の
課
題
解
決
へ
の
貢
献

研究成果の科学界・産業界・
国際社会・一般社会での活用促進

担当

事務局

教員

Jxiv山口県大学共同
リポジトリ

試行的
活用

紀要・博士
論文データ

移行

【実施体制図】
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○取り込み・管理・公開する研究データ（論文根拠データ、実験データ、テキスト、数値、グラフ、
  画像・音声・動画等）を検討中
○オンプレミスのサーバー、ストレージを予定していたが、価格優位性・メンテナンス・収容場所・

データ量の推算の困難性等から、クラウドを活用。GakuNinRDMと民間クラウドの併用を検討中

研究データの保存・公開、プラットフォームの構築

1 NII JAIRO Cloudを活用した新たな機関リポジトリへの収載・オープンアクセスの高度化

2 学長のリーダーシップによる事業チームを中心としたPM、サポート体制の確立、DX化の推進等

オープンアクセス加速化（OAA）チーム編成、PM、入力・確認作業を軽減

3 外部データベースを利用したデータ入力の自動連携、成果の可視化・情報発信の強化

エルゼビア社の研究情報管理システム（Pure）の活用により、論文データの自動連携や研究活動の

可視化等

4 外部資金の確保によるAPC財源の安定的確保、転換契約の活用

論文数と適切な投稿先について、戦略的に予測・立案。APCの精度高い推算。競争的研究費や

  知財活動による収入源の確保、転換契約の活用により、APC負担の効果的な軽減

アクション・アイテム
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科研費等の即時OA化を2024年度中

Key Performance Indicatorsの向上等
①論文数と質の増大（2028年度までに、論文数とSCIE論文数を2022年の約1.5倍)
②機関リポジトリ収載の迅速化（グリーンOAの加速）
③プレプリントや研究データの公開等により、OAの規模・質の向上、加速化
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